
発寒 一連の処理の行程（令和２年４月～令和３年３月）※保管施設は処理施設設置事業所内に所在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃プラスチック類 
（廃発泡スチロール） 7.62ｔ 
 

廃プラスチック類の破砕・溶融施設 
7.55ｔ 

廃プラスチック類 11.65ｔ 
（前年度処理前保管量0.08ｔ） 
 

廃プラスチック類の圧縮施設 
（紙くずの圧縮施設と同一施設） 
11.73ｔ 

受け入れ 

金属くず 1261.19ｔ 金属くずの破砕施設 
1261.19ｔ 電炉メーカー・非鉄精錬へ売却 1261.19ｔ 

受入量：1280.52ｔ 

紙くずの圧縮施設 
（廃プラスチック類の圧縮施設と同一

施設） 0.06ｔ 

処理前保管量：0.07ｔ 
処理後保管量：0ｔ 

石狩 RPF工場 
廃プラスチック類の破砕施設 
12.23ｔ 

持出量：1281.03ｔ 

樹脂原料として売却 7.55ｔ 

製紙メーカーへ売却 0.06ｔ 

石狩 RPF工場 
紙くず及び繊維くずの破砕施設 

石狩 RPF工場 
RPF（廃プラスチック類、紙

くず、木くず、繊維くず）の

製造施設×２基 
12.23ｔ 

ボイラー燃料として売却 12.23ｔ 

紙くず 0.06ｔ 


